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1111 はじめにはじめにはじめにはじめに    
    近年，発話に伴う口唇の動き特徴が有する個人
差に着目した個人認証システムに関する研究が
行われている．  
 一方，口唇の形状である口裂やキューピット弓
などと言った口唇の局所的な領域(以下，局所領域
と表記する)は個人差を有する．従って，局所領域
の形状特徴を用いた個人の分類が可能であると
考える．また，局所領域を用いて予め個人を分類
し個人識別を行うことで識別精度向上が期待で
きる．  
 そこで本研究では，口唇を形状特徴を表す局所
領域に分割し各領域から得られる特徴について
解析を行った． 
 
2222 口唇口唇口唇口唇形状形状形状形状とととと使用画像使用画像使用画像使用画像データデータデータデータ    
2.12.12.12.1    口唇口唇口唇口唇のののの形状形状形状形状    
本研究では，表皮の角化度が低く血管が透けて

赤色に見える領域を口唇領域と定義した．口唇領
域の形状は部位ごとに異なる形状を有している．
着目した口唇領域中の部位の名称と各部位に対
応する領域を図 1 に示す． 
2.22.22.22.2    使用画像使用画像使用画像使用画像データデータデータデータ    
    本研究では，通常の室内環境(日常一般的と思わ
れる蛍光灯下)において，ビデオカメラ(SONY
製 : DCR-VX2000)を用い，被験者 15 名 (a～o)
がビデオカメラに正対し，軽く口を閉じた状態の
口唇周辺領域画像(図 2(a)参照)を取得した．次に，
口唇周辺領域画像に色彩情報を用いた口唇抽出
法[1]を施し，得られた口唇領域画像(図 2(b)参照)
を対象として検討を加えた． 
 
3333 口唇領域口唇領域口唇領域口唇領域のののの分割処理分割処理分割処理分割処理    
口唇形状の特徴を取得するため，口唇を領域 A

～C に分割した．口唇領域分割処理の流れを図 3
に示す．また，その処理手順を以下にまとめる． 
①①①①雑音を除去するため，口唇領域の L*値の濃度分
布画像(図 3(a)参照)にメディアンフィルタ処理[2]

を施した(図 3(b)参照)．なお，L*値とは L*a*b*
表色系で定義された明度に関する特徴量である． 
②②②②メディアンフィルタ処理済み画像を対象とし
て sobel フィルタ[2]を施し，得られた画像(図 3(c)  
参照)に口裂が含まれる領域を領域Aと設定した． 
③③③③口唇領域の 2 値化画像(図 3(d)参照)を用い，口
唇領域の横幅 diX および縦幅 diY を取得した(図
3(e)参照)．  
Analysis of local form features of lips 
Koji Iioka, Yoichi Sirasawa, Chikako Ishizawa  
Makoto Nishida (Akita Univ.) 

    
④④④④領域 A の上方の領域を領域 B，領域 A の下方の
領域を領域 C と設定した(図 3(f)参照)．なお，本
研究では領域 A を口裂領域，領域 B を上唇領域， 
領域 C を下唇領域と定義する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 口唇周辺領域画像 (b) 口唇領域画像 
図2 使用画像データ 

図1 口唇の形状 

キューピットキューピットキューピットキューピット弓弓弓弓    

口裂口裂口裂口裂    
口角口角口角口角    口角口角口角口角    

上唇結節上唇結節上唇結節上唇結節    

図3 口唇領域分割処理の流れ 

(b) メディアンフィルタ 
処理済画像 

(c) sobelフィルタ 
処理済画像 

(d) 2値化画像 (a) L*濃度分布画

 

(e) 口唇領域の縦幅，横幅 

(f) 局所領域A～C 
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4444 特徴特徴特徴特徴量量量量のののの取得取得取得取得    
    本研究で着目した局所領域の特徴量(Ay，By，
Cy，Br1～Br9，Cr1～Cr9)の算出式を図 4 にまとめる． 
①①①①上唇上唇上唇上唇およびおよびおよびおよび下唇下唇下唇下唇のののの厚厚厚厚ささささ        
上唇および下唇の厚さの形状特徴として，領域

A，B，C の縦幅 diYa，diYb，diYc と口唇の縦幅
diY の比 Ay，By，Cyを設定した(図 4(a)参照)． こ
こで，Ay，By，Cy は口唇の縦幅に対し口裂領域
(領域 A)，上唇領域(領域 B)および下唇領域(領域
C)の縦幅が占める割合を表している．  
②②②②上唇輪郭上唇輪郭上唇輪郭上唇輪郭    
上唇輪郭(キューピット弓，口角，上唇の厚さ)

の形状特徴として，領域 A を 10 等分し両端を除
外した 9 本の軸上で，領域 A の下底から上唇の上
底までの距離 diYb1～diYb9 (図 5(a)参照)を用いた
比 Br1～Br9を設定した(図 4(b)参照)． 
③③③③下唇輪郭下唇輪郭下唇輪郭下唇輪郭    
下唇輪郭(口角，下唇の厚さ)の形状特徴として，

領域Aを 10等分し両端を除外した 9本の軸上で，
領域 A の上底から下唇の下底までの距離 diYc1～
diYc9 (図 5(b)参照)を用いた比 Cr1～Cr9 を設定し
た(図 4(c)参照)． 

さらに，口唇領域の縦幅 diY と横幅 diX の比 K
を口唇輪郭の形状特徴として設定した． 

 
5555 実験結果実験結果実験結果実験結果およびまとめおよびまとめおよびまとめおよびまとめ    
始めに，各被験者の上唇と下唇の厚さを表す特

徴量(K，Ay，Byおよび Cy)について比較した．各
特徴量の算出結果例を表 1 に示す．その結果，近
似した値を有する被験者も存在するものの，特徴
量の値から被験者を数グループに分類可能であ
ることが分かる．例えば，特徴量 K の値が類似し
ている被験者 a，g，h(約 0.36)の計 3 人と被験者
c，d，f(約 0.42)の計 3 人はそれぞれ同一のグルー
プに分類可能である．さらに，各特徴量を組み合
わせて被験者の分類を行ったところ，被験者 c と
d のように全ての特徴量で類似した値を持つ場合
があるものの，単一の特徴量を用いた場合よりも
さらに細かく分類可能であることが明らかとなった． 

次に，上唇輪郭および下唇輪郭の形状特徴を表
す特徴量(Bri および Cri)について検討を加えた．
特徴量の算出結果例を図 6および図 7にそれぞれ
示す．各被験者の特徴量について比較した結果，
上唇と下唇の厚さを示す特徴量と同様，被験者の 
分類が可能であった．また，各被験者の Briおよ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
び Criの示す傾向は異なるため，Briおよび Criを
組み合わせることで単一の特徴量を用いた場合
と比較しさらに詳細に被験者を分類可能である
ことが明らかとなった． 

以上の結果は，局所領域より取得した特徴量を
用いることで個人を分類可能であることを示唆
するものである． 
 今後は，局所領域の特徴を用いた分類法につい
て検討を加える． 
 
 

 K Ay By Cy 

被験者 a 0.37 0.18 0.29 0.53 

被験者 b 0.30 0.34 0.23 0.43 

被験者 c 0.43 0.17 0.38 0.45 

被験者 d 0.41 0.14 0.41 0.45 

被験者 e 0.52 0.10 0.33 0.57 

被験者 f 0.42 0.25 0.27 0.48 

被験者 g 0.36 0.13 0.39 0.48 

被験者 h 0.36 0.26 0.28 0.46 
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(a) 距離diYb1～diYb9 (b) 距離diYc1～diYc9 
図5 距離diYb1～diYb9および diYc1～diYc9 

diYdiYdiYdiYbbbb1111～～～～diYdiYdiYdiYb9b9b9b9    

diYdiYdiYdiYcccc1111～～～～diYdiYdiYdiYc9c9c9c9    

図6 Br1～Br9の算出結果例 

図7 Cr1～Cr9の算出結果例 

表1 特徴量K，Ay，By，Cyの算出結果例 

 

(a) 上唇および下唇 
厚さ 

(b) 上唇輪郭 (c) 上唇輪郭 

図4  Ay，By，Cy，Br1～Br9，Cr1～Cr9の算出式 
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